
（７） 平成１５年 （２００３年）１１月２日 ひらつか議会だより 第１４０号

年
度
で
は
五
〇
億
円
程
度
に

減
少
す
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
、
公
債
費

比
率
も
公
債
費
の
負
担
減
少

と
と
も
に
下
が
っ
て
い
く
も

の
と
考
え
る
。

議
員

本
市
の
市
債
残
高

は
、
近
隣
市
町
村
と
比
較
す

る
と
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ

る
の
か
。

総
務
部
長

十
四
年
度
末
の

本
市
の
普
通
会
計
に
お
け
る

市
民
一
人
当
た
り
の
市
債
残

高
は
、
県
下
一
九
市
中
最
低

の
数
値
で
一
七
万
八
七
四
三

円
で
あ
り
、
近
隣
市
を
含
め

た
他
の
一
八
市
は
い
ず
れ
も

二
〇
万
円
を
超
え
て
い
る
。

他
市
と
の
比
較
、
他
の
財
政

指
標
等
か
ら
も
本
市
の
市
債

に
関
す
る
財
政
の
健
全
性
は

議
員

歳
入
か
ら
市
債
発
行

額
を
除
い
た
額
よ
り
、
歳
出

か
ら
公
債
費
を
除
い
た
額
を

差
し
引
い
て
あ
ら
わ
さ
れ
る

プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
が
、

本
市
は
毎
年
度
黒
字
と
な
っ

て
い
る
が
、
今
後
の
見
通
し

を
伺
い
た
い
。

総
務
部
長

十
五
年
度
の
一

般
会
計
お
よ
び
都
市
施
設
用

地
取
得
事
業
特
別
会
計
の
合

計
予
算
で
は
約
四
億
円
の
赤

字
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
十

六
年
度
以
降
の
推
計
で
は
、

十
四
年
度
と
比
較
し
て
公
債

費
が
減
少
す
る
こ
と
か
ら
、

毎
年
あ
る
程
度
の
赤
字
と
な

議
員

本
市
が
発
注
し
た
公

共
工
事
の
落
札
率
を
計
算
し

て
み
る
と
、
十
二
年
度
が
九

二
・
七
％
、
低
入
札
価
格
調

査
制
度
を
導
入
し
た
十
三
年

度
は
八
七
・
五
％
と
な
っ
た
。

そ
こ
で
、
十
四
年
度
に
発
注

し
た
工
事
入
札
の
概
要
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

都
市
計
画
部
長

十
四
年
度

の
工
事
入
札
の
落
札
結
果

は
、
予
定
価
格
の
合
計
が
一

一
九
億
七
三
五
八
万
円
余
、

落
札
金
額
の
合
計
が
一
〇
九

億
五
四
五
五
万
円
余
、
平
均

落
札
率
は
九
一
・
五
％
と
な

っ
て
い
る
。

議
員

十
四
年
度
の
落
札
率

を
振
り
返
り
、
本
市
の
入
札

の
状
況
を
ど
う
認
識
し
て
い

る
の
か
。

都
市
計
画
部
長

落
札
率
は

前
年
度
に
比
べ
増
加
し
た
。

こ
れ
は
、
十
三
年
度
か
ら
低

入
札
価
格
調
査
制
度
を
設
け

た
こ
と
に
よ
り
、
十
三
年
度

は
、
非
常
に
低
価
格
な
落
札

が
相
次
い
だ
た
め
で
あ
る
。

過
当
な
低
価
格
競
争
等
が
懸

念
さ
れ
た
た
め
、
十
四
年
度

議
員

入
札
制
度
改
革
へ
の

本
市
の
取
り
組
み
や
検
討
状

況
を
伺
い
た
い
。

都
市
計
画
部
長

地
方
自
治

法
は
、
競
争
入
札
に
一
般
競

争
入
札
と
指
名
競
争
入
札
を

定
め
て
お
り
、
本
市
は
そ
れ

に
同
制
度
を
一
部
見
直
し
、

最
低
限
度
価
格
を
設
け
た
。

こ
の
結
果
、
履
行
が
懸
念
さ

れ
る
低
価
格
の
入
札
は
見
ら

れ
な
く
な
っ
た
。

ぞ
れ
の
特
徴
を
考
え
、
要
綱

を
定
め
て
運
用
し
て
い
る
。

ま
た
、
指
名
停
止
基
準
は
十

三
年
度
に
改
正
し
、
国
の
基

準
よ
り
も
厳
し
い
も
の
と
な

っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
事
務

の
効
率
化
や
業
者
の
手
続
き

の
簡
素
化
が
可
能
に
な
る
電

子
入
札
の
導
入
を
考
え
て
お

り
、
十
四
年
十
月
に
は
県
や

県
内
の
市
町
村
と
連
絡
会
議

等
を
設
け
、
電
子
入
札
シ
ス

テ
ム
の
統
一
、共
同
開
発
を
検

討
し
て
い
る
。

延
べ
日
数
二
〇
三
日
の
実
績

が
あ
っ
た
。
こ
の
開
放
病
床

は
、
通
院
か
ら
入
院
治
療
ま

で
を
一
貫
し
て
行
え
る
利
点

が
あ
る
が
、
初
年
度
で
も
あ

り
、
満
足
の
い
く
利
用
結
果

で
は
な
い
た
め
、
今
後
、
利

用
の
推
進
に
努
力
し
て
い
く
。

な
お
、
診
療
面
で
効
果
が
あ

る
反
面
、
患
者
の
負
担
す
る

医
療
費
が
若
干
増
え
る
こ
と

が
課
題
で
あ
る
。

議
員

地
域
医
療
支
援
病
院

を
目
指
す
場
合
の
ポ
イ
ン
ト

と
、
医
業
収
益
等
に
生
じ
る

変
化
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

病
院
事
務
局
長

地
域
医
療

支
援
病
院
を
目
指
す
場
合
、

施
設
基
準
の
経
過
措
置
で
、

六
〇
％
以
上
と
い
う
高
い
紹

介
率
を
ク
リ
ア
す
る
の
が
最

大
の
ポ
イ
ン
ト
と
考
え
る
。

ま
た
、
地
域
医
療
支
援
病
院

に
承
認
さ
れ
る
と
、
地
域
に

お
け
る
病
診
連
携
の
牽
引
役

と
し
て
の
評
価
を
得
る
一
方
、

議
員

十
四
年
度
ま
で
に
全

診
療
科
が
原
則
院
外
処
方
と

な
っ
た
が
、
院
内
へ
の
影
響

と
、
医
業
収
益
に
ど
う
反
映

さ
れ
た
の
か
伺
い
た
い
。

病
院
事
務
局
長

院
外
処
方

の
拡
大
で
、
調
剤
時
間
は
減

少
し
、
調
剤
に
係
る
患
者
の

待
ち
時
間
は
ほ
と
ん
ど
無
く

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
薬
剤

管
理
指
導
業
務
の
充
実
が
図

ら
れ
て
、
投
与
さ
れ
た
薬
が

患
者
に
正
し
く
服
用
さ
れ
、

医
師
の
意
図
し
た
治
療
を
よ

り
よ
く
実
践
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い

る
。
医
業
収
益
の
内
、
投
薬

収
入
が
四
億
一
〇
〇
万
円
減

少
し
た
が
、
処
方
せ
ん
料
が

約
二
〇
〇
〇
万
円
、
薬
剤
管

入
院
診
療
加
算
な
ど
の
診
療

報
酬
の
増
加
に
つ
な
が
り
、収

益
確
保
の
面
で
も
大
き
な
効

果
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

議
員

未
処
理
欠
損
金
は

年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
。
市

民
病
院
も
発
想
を
転
換
し
、

経
営
改
善
に
取
り
組
む
べ
き

と
考
え
る
が
、
ど
の
よ
う
な

検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
。

病
院
事
務
局
長

十
四
年
度

の
第
二
次
経
営
改
善
策
で
は
、

予
防
医
学
推
進
の
立
場
か

ら
、
人
間
ド
ッ
ク
の
充
実
を

掲
げ
て
い
る
。
今
後
は
、
毎

年
度
の
経
営
改
善
策
の
ロ
ー

リ
ン
グ
の
際
に
、
従
来
の
経

営
手
法
に
固
執
せ
ず
、
可
能

な
限
り
新
し
い
分
野
へ
の
経

営
資
源
の
活
用
を
検
討
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

病
院
事
務
局
長

十
四
年
五

月
か
ら
病
床
二
〇
床
を
医
師

会
の
「
か
か
り
つ
け
医
」
六

〇
人
に
開
放
し
、
当
院
の
医

師
と
共
同
で
診
療
に
あ
た
っ

て
い
る
。
十
四
年
度
は
、
利

用
患
者
数
で
十
四
人
、
入
院

議
員

平
塚
市
民
病
院
で
は

地
域
の
か
か
り
つ
け
医
の
患

者
の
た
め
に
病
床
を
開
放
し
、

病
診
連
携
を
図
る
と
い
う
地

域
医
療
を
行
っ
て
い
る
が
、

十
四
年
度
の
実
績
や
課
題
等

を
伺
い
た
い
。

確
保
さ
れ
て
い
る
と
判
断
を

し
て
い
る
。

る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
と

予
測
し
て
い
る
。
赤
字
地
方

債
の
発
行
を
極
力
抑
え
、
赤

字
幅
を
縮
小
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

議
員

横
浜
市
で
は
九
年
度

か
ら
、
市
税
で
償
還
す
る
一

般
会
計
の
市
債
発
行
額
を
対

前
年
度
比
一
二
％
減
の
枠
の

範
囲
内
と
し
て
い
る
。
本
市

で
も
一
般
会
計
に
お
け
る
市

債
発
行
の
計
画
的
な
抑
制
策

を
考
え
た
ら
ど
う
か
。

総
務
部
長

本
市
の
市
債
発

行
に
は
、
施
設
整
備
に
伴
い

発
行
す
る
普
通
建
設
事
業
債

と
市
税
等
の
減
収
を
補
て
ん

す
る
赤
字
地
方
債
が
あ
り
、

将
来
の
発
行
額
は
施
設
の
整

議
員

下
水
道
事
業
特
別
会

計
に
お
け
る
十
四
年
度
の
市

理
指
導
業
務
料
は
二
五
〇
万

円
増
加
し
て
お
り
、
薬
品
の

購
入
費
の
内
、
外
来
投
薬
薬

品
費
の
減
少
額
約
三
億
七
〇

〇
〇
万
円
を
考
慮
す
る
と
、

大
き
な
影
響
は
な
か
っ
た
と

理
解
し
て
い
る
。

日
本
の
国
土
の
七
割
を
占

め
る
森
林
は
、
国
土
の
保
全
、

良
質
な
水
の
確
保
、
地
球
温

暖
化
の
防
止
や
自
然
と
の
ふ

れ
あ
い
の
場
の
提
供
な
ど
、

国
民
生
活
に
欠
く
こ
と
の
で

き
な
い
多
面
的
機
能
を
発
揮

し
て
お
り
、
環
境
の
世
紀
と

い
わ
れ
る
二
十
一
世
紀
を
見

据
え
た
時
、
昨
年
の
第
一
五

一
通
常
国
会
で
成
立
し
た
、

新
し
い
「
森
林
・
林
業
基
本

法
」
に
基
づ
き
森
林
を
健
全

な
状
態
に
育
成
す
る
と
と
も

に
、
こ
れ
を
支
え
る
林
業
・

山
村
地
域
の
振
興
が
是
非
と

も
必
要
と
考
え
る
。

ま
た
、
世
界
的
に
も
地
球

温
暖
化
防
止
に
向
け
た
「
京

都
議
定
書
」
の
発
効
に
伴
い
、

適
切
な
森
林
整
備
が
よ
り
一

層
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い

る
こ
と
や
、
林
業
労
働
者
が

減
少
・
高
齢
化
の
一
途
を
辿

り
、
将
来
の
林
業
労
働
者
不

足
が
懸
念
さ
れ
る
一
方
で
、

国
内
の
雇
用
情
勢
が
か
つ
て

な
い
深
刻
な
状
態
と
な
っ
て

い
る
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
る

な
ら
、
い
ま
、
国
と
し
て
や

る
べ
き
こ
と
は
、
着
実
な
森

林
整
備
を
進
め
る
た
め
の
森

林
・
林
業
政
策
の
充
実
と
、

森
林
を
活
用
し
た
山
村
地
域

の
雇
用
の
場
の
確
保
・
拡
大

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

よ
っ
て
国
に
お
い
て
は
、

今
こ
そ
森
林
を
公
共
財
、
環

境
財
と
明
確
に
位
置
づ
け
な

が
ら
、
二
十
一
世
紀
に
ふ
さ

わ
し
い
林
政
の
推
進
に
向
け
、

次
の
こ
と
を
早
急
に
実
現
す

る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

一
　
地
球
温
暖
化
防
止
等
の

森
林
の
多
面
的
機
能
が
発

揮
で
き
る
健
全
な
森
林
の

整
備
及
び
保
全
に
要
す
る

森
林
関
連
予
算
の
最
大
限

の
確
保

二
　
循
環
型
社
会
の
実
現
に

必
要
な
、
環
境
に
優
し
い

木
材
等
森
林
資
源
の
積
極

的
な
利
用
を
推
進
す
る
地

域
林
業
の
振
興

三
　
森
林
の
計
画
的
な
整
備

に
必
要
な
森
林
・
林
業
の

担
い
手
の
育
成
と
雇
用
対

策
の
推
進

以
上
、
地
方
自
治
法
第
九

九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書

を
提
出
す
る
。

平
成
十
五
年
九
月
二
十
六
日

平
　
塚
　
市
　
議
　
会

備
計
画
と
、
景
気
の
動
向
や

国
の
税
制
施
策
に
よ
る
市
税

収
入
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
予
算
規
模
が

大
き
く
市
債
発
行
額
が
平
準

化
で
き
る
横
浜
市
と
異
な

り
、
本
市
で
は
市
債
発
行
額

の
制
限
を
設
け
る
こ
と
は
難

し
い
と
考
え
て
い
る
。
今
後

は
、
行
政
改
革
に
掲
げ
て
い

る
公
債
費
負
担
比
率
一
二
％

未
満
を
維
持
し
て
い
く
こ
と

を
念
頭
に
置
い
て
、
市
債
の

発
行
に
係
る
事
業
を
厳
選
し

て
い
き
た
い
。

債
未
償
還
残
高
は
、
七
四
七

億
円
余
と
な
っ
て
い
る
。
本

市
の
下
水
道
の
普
及
は
、
現

在
一
段
落
し
て
お
り
、
今
後
、

こ
の
市
債
残
高
は
ど
の
よ
う

に
推
移
し
て
い
く
の
か
、
見

通
し
を
伺
い
た
い
。

総
務
部
長

下
水
道
事
業
に

つ
い
て
は
、
市
街
化
区
域
の

整
備
は
一
部
を
除
い
て
完
了

し
て
お
り
、
現
在
は
市
街
化

調
整
区
域
の
整
備
を
実
施
し

て
い
る
。
今
後
は
合
流
改
善

事
業
を
進
め
て
い
く
計
画
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
下
水
道
整

備
計
画
か
ら
推
計
す
る
と
、

市
債
残
高
は
十
五
年
度
末
で

約
七
五
〇
億
円
と
な
り
、
十

七
年
度
末
に
ピ
ー
ク
を
む
か

え
、
七
八
〇
億
円
程
度
に
な

る
と
見
込
ん
で
い
る
。

議
員

十
四
年
度
決
算
に
お

け
る
一
般
会
計
の
市
債
残
高

は
四
三
七
億
七
九
四
九
万
円

余
、
公
債
費
比
率
は
一
二
・

五
％
、
市
債
発
行
額
は
約
五

五
億
円
で
、
厳
し
い
経
済
状

況
の
中
、
健
全
な
財
政
運
営

に
努
力
し
た
結
果
で
あ
る
と

思
う
。
今
後
の
公
債
費
や
公

債
費
比
率
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
伺

い
た
い
。

総
務
部
長

一
般
会
計
と
都

市
施
設
用
地
取
得
事
業
特
別

会
計
で
構
成
す
る
普
通
会
計

の
市
債
残
高
は
、
ピ
ー
ク
と

な
っ
た
平
成
八
年
度
の
約
五

九
二
億
円
と
比
較
し
て
、
十

四
年
度
末
で
は
マ
イ
ナ
ス
約

一
三
九
億
円
、
率
で
約
二

三
％
減
少
し
て
い
る
。
こ
の

市
債
残
高
の
減
少
に
と
も
な

い
、
公
債
費
に
充
当
さ
れ
る

税
等
の
経
常
的
な
一
般
財
源

は
、
十
四
年
度
で
は
七
〇
億

円
で
あ
っ
た
が
、
十
五
年
度

で
六
七
億
円
、
十
六
年
度
で

六
〇
億
円
と
推
計
し
、
十
七

病
院
事
業
決
算

病
診
連
携
の
実
績
と
課
題
尋
ね
る

市
債
発
行
の
抑
制
策

下
水
道
事
業

特

別

会

計

収
支
の
バ
ラ
ン
ス

経
営
改
善
の
取
り
組
み

全
科
院
外
処
方
の
影
響

14年度事業で整備された土屋公民館

８
・
26

議
会
運
営
委
員
会

９
・
２

定
例
市
議
会
初
日

９
・
11

定
例
市
議
会
二
日
目

９
・
12

定
例
市
議
会
三
日
目

９
・
16

定
例
市
議
会
四
日
目

〃
　
議
会
運
営
委
員
会

９
・
17

定
例
市
議
会
五
日
目

〃

決
算
特
別
委
員
会

９
・
18
総
務
経
済
常
任
委
員
会

９
・
18

都
市
建
設
常
任
委
員
会

〃
　
総
務
経
済
委
員
協
議
会

９
・
19

環
境
厚
生
常
任
委
員
会

〃
　
教
育
民
生
常
任
委
員
会

９
・
26

議
会
運
営
委
員
会

〃
　
定
例
市
議
会
最
終
日

10
・
３

議
会
報
編
集
委
員
会

10
・
14

決
算
特
別
委
員
会

10
・
15

決
算
特
別
委
員
会

10
・
16

決
算
特
別
委
員
会

10
・
23

議
会
報
編
集
委
員
会

議
　
会
　
日
　
誌�
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「
森
林
森
林
・
林
業
政
策

林
業
政
策
の
充
実
と

充
実
と
雇
用
創
出

雇
用
創
出
」
に
向

け
た
森
林
関
連
予
算

森
林
関
連
予
算
の
拡
充
を
求

拡
充
を
求
め
る
意
見
書

意
見
書�

「
森
林
・
林
業
政
策
の
充
実
と
雇
用
創
出
」
に
向

け
た
森
林
関
連
予
算
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書�

入
札
制
度
の
改
革

平成１４年度決算�平成１４年度決算�平成１４年度決算�
普通会計での市債残高ピーク時より２３％減少�

厳しい経済状況の中、財政の健全化に努力�

市
発
注
の
公
共
工
事

低
入
札
価
格
調
査
制
度
導
入
後
の
状
況
は


